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コウノトリと共に飛翔の年に 

 

菓
子
博
を
前
に
着
々
と
準
備
が
進
む
姫
路
城
周
辺
で
、
姫
路
造

園
建
設
業
協
会
が
主
催
し
、
財
団
法
人
姫
路
市
緑
化
協
会
が
共
催

し
て
、
四
月
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
姫
路
ガ
ー
デ

ン
シ
ョ
ー
２
０
０
８
に
当
社
二
十
代
若
手
社
員
で
構
成
す
る
Ｎ
Ｆ

造
景
研
究
会
が
出
展
し
た
。 

今
回
の
出
展
は
企
画
か
ら
設
計
施
工
ま
で
の
全
て
を
、
若
手
社

員
に
取
り
組
ま
せ
る
も
の
、
テ
ー
マ
「
歴
史
か
ら
の
飛
躍
」
は
世

界
遺
産
姫
路
城
の
あ
る
歴
史
の
街
と
近
代
的
街
並
み
が
混
在
す
る

日
本
の
典
型
的
な
都
市
、
姫
路
市
が
未
来
に
飛
躍
す
る
様
子
を
表

現
し
た
も
の
で
す
。 

初
め
て
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の
出
展
に
参
加
し
た
社
員
は
、
テ
ー

マ
を
決
め
る
の
に
大
変
で
し
た
が
、
設
計
や
施
工
を
し
な
が
ら
普

段
の
仕
事
と
は
違
い
、
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考

え
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
せ
れ
ば
と
心
掛
け
携
わ
り
ま
し

た
。
是
非
ま
た
ト
ラ
イ
し
て
み
た
い
と
述
べ
て
い
た
。 

今
後
も
当
社
で
は
Ｎ
Ｆ
造
景
研
究
会
を
主
体
に
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ

ー
等
に
出
展
し
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す 

    

２００８ 
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子供連れで賑わう植木市 

 

        

当
社
が
加
盟
し
て
い
る
国
土
環
境
緑

化
協
会
連
合
会
が
主
催
す
る
、
「
環
境 

                

        に
考
慮
し
た
法
面
緑
化
技
術
講
習
会
」

が
但
馬
地
方
で
初
め
て
、
豊
岡
市
の
豊 

 
 

岡
市
民
会
館
で
、
二
月

十
四
日
に
開
催
さ
れ
、

主
催
者
側
の
心
配
を
よ

そ
に
積
雪
の
影
響
も
無

く
、
発
注
公
共
機
関
の

担
当
者
の
方
々
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
方
々
な

ど
百
人
近
く
の
大
勢
が

参
加
さ
れ
、
真
摯
な
講

習
会
と
な
っ
た
。 

当
日
は
裏
方
と
し
て

当
社
の
担
当
者
も
対
応

し
た
が
、
参
加
者
の
熱

心
な
聴
講
に
感
動
し
、

是
非
こ
ん
な
講
習
会
を

再
び
開
催
し
た
い
と
述 

べ
て
い
た
。 

な
お
、
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

講
演
Ⅰ 

「
災
害
復
旧
・
防
災
工
事
の
コ
ス
ト 

縮
減
工
法
簡
易
吹
付
法
枠
工
法
」 

 
 

   
 

 

今
年
で
九
年
目
を
迎
え
る
春
の
植
木

市
が
、
四
月
五
日
か
ら
五
月
二
十
五
日

ま
で
の
間
、
豊
岡
本
社
構
内
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。 

 

昨
年
は
延
べ
七
千
五
百
人
の
お
客
様

に
、
全
国
各
地
か
ら
厳
選
し
た
植
木
や

季
節
の
花
を
提
供
し
ま
し
た
が
、
今
年

も
昨
年
を
う
わ
ま
わ
る
ペ
ー
ス
で
お
客

様
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
客
様
か
ら

「
豊
岡
市
内
に
植
木
を
見
る
場
所
が
無

い
」
と
の
多
く
の
声
を
聞
き
、
植
栽
適 

期
の
春
と
秋
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
毎
回
訪
れ
る
お
客
様
も
多
く
、

地
域
に
ね
ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

講
演
Ⅱ 

「
外
来
種
対
応
の
環
境
緑
化
工
法
」 

 特
別
講
演 

「
会
計
検
査
に
つ
い
て
」 

    

ぜ
ひ
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

         

      

熱心に聴講される参加者 

  
 

環
境
に
配
慮
し
た 

法
面
緑
化
技
術
講
習
会 

但
馬
地
方
で
開
催 

 

春
の
新
鮮
植
木
市
開
催
中 
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地
元
企
業
の
「
防
災
力
」
を
災
害
時

に
活
用
し
よ
う
と
、
姫
路
市
は
地
域
防

災
貢
献
事
業
所
の
登
録
制
度
を
創
設
し
、

協
力
企
業
の
募
集
を
今
春
始
め
た
。
同 

 
 

                             
            

        

制
度
の
制
定
は
県
内
で
は
二
例
目
。 

市
は
登
録
企
業
に
対
し
、
災
害
時
の

救
護
や
復
旧
活
動
へ
の
参
加
、
避
難

所
・
物
資
の
供
給
、
防
災
訓
練
へ
の
参 

 

              

加
な
ど
を
期
待
す
る
も
の
。 

同
制
度
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
当
社
で

も
地
域
の
方
々
と
共
存
す
る
企
業
と
し

て
同
制
度
の
登
録
申
請
を
行
い
、
四
月

十
五
日
、
姫
路
市
か
ら
登
録
証
が
交
付

さ
れ
た
。 

 

当
社
で
は
今
後
も
防
災
訓
練
に
参
加

す
る
な
ど
地
元
企
業
と
し
て
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
行
く
。 

      

 

桜
前
線
が
北
上
す
る
季
節
と
な
り
、

当
社
で
は
新
卒
者
一
名
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
、
三
月
二
十
六
日
午
前
に
豊
岡

本
社
会
議
室
で
、
社
長
を
は
じ
め
幹
部

社
員
及
び
当
日
在
社
し
て
い
る
社
員
が

参
加
し
て
入
社
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

当
日
は
社
長
か
ら
「
世
の
た
め
人
の

た
め
に
な
る
仕
事
を
し
よ
う
」
と
の
激

励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
新
規
採

用
者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
。 

             

そ
し
て
、
専
務
及
び
工
事
課
長
か
ら

歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
採
用
者

か
ら
「
何
に
で
も
ト
ラ
イ
し
頑
張
り
ま

す
」
と
の
誓
い
の
言
葉
が
あ
っ
た
。 

採
用
者
は
兵
庫
県
出
身
で
福
井
工
業

大
学
で
建
設
工
学
を
学
び
、
当
社
に
採

用
と
な
っ
た
者
で
、
社
内
研
修
・
Ｉ
Ｓ

Ｏ
教
育
及
び
実
地
研
修
で
仕
事
を
学
ん

だ
後
、
現
場
技
術
者
と
し
て
当
社
の
顔

と
な
る
。 

 

全
社
員
が
新
規
採
用
者
に
大
い
に
期

待
し
、
社
員
全
て
が
講
師
で
あ
る
と
認

識
、
教
育
訓
練
に
携
わ
っ
て
行
く
。 

辞令を受ける新人社員 

平
成
二
十
年
度 

新
卒
者
入
社
式
開
催 

 

       

 

 

姫
路
市
地
域 
防
災
貢
献
事
業
所
に
登
録
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稚谷池周辺 

     
              

 

豊
岡
市
三
宅
地
内
に
あ
る
椎
谷
池
の

改
修
工
事
に
伴
い
、
損
な
わ
れ
る
そ
の

周
辺
に
生
息
す
る
多
様
な
動
植
物
の
生

態
系
を
、
早
期
に
復
元
さ
せ
る
た
め
の

計
画
に
、
当
社
も
豊
岡
土
地
改
良
事
務

所
に
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

         

堤
防
法
面
の
雨
水
・
流
水
に
よ
る
浸

食
は
激
し
く
、
法
面
を
保
護
す
る
必
要

が
第
一
に
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
早
く

発
芽
被
覆
の
見
込
め
る
外
来
草
種
の
導

入
は
単
一
群
落
に
落
ち
入
り
易
く
、
た

め
池
及
び
下
流
の
生
態
系
に
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
た
め
、
多
様
な
生
態
系
を

持
つ
同
周
辺
へ
の
導
入
に
は
適
し
ま
せ

ん
。 し

か
し
、
緑
化
被
覆
は
早
急
に
必
要

で
あ
る
た
め
、
早
期
被
覆
の
可
能
な
在

来
草
種
の
ノ
シ
バ
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

単
一
種
か
ら
な
る
草
地
は
多
種
の
呼
び

込
み
を
嫌
い
、
人
の
手
に
よ
る
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
い
場
合
、
外
来
種
に
よ

る
衰
退
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
多
種
多
様
な
状
況
下
で
も 

         生
育
可
能
で
芝
と
の
共
生
も
可
能
な
チ

ガ
ヤ
が
、
最
も
適
し
た
種
で
あ
る
と
検

討
さ
れ
ま
し
た
。
同
た
め
池
で
は
、
芝

と
チ
ガ
ヤ
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
に
よ
り
早

期
緑
化
被
覆
と
早
期
原
風
景
へ
の
回
復

を
狙
い
、
市
松
張
り
と
の
併
用
で
施
工

を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

          

           

当
社
で
は
、
こ
れ
に
よ
る
芝
か
ら
チ

ガ
ヤ
草
地
へ
の
遷
移
を
今
後
も
状
況
を

調
査
し
、
様
々
な
水
辺
周
辺
の
環
境
回

復
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
調
査
資
料

の
収
集
と
兵
庫
県
下
一
級
河
川
流
域
産

チ
ガ
ヤ
の
供
給
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
、
こ
の
取
組
の
模
様
を
随
時
社

報
に
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す 

      

チガヤ草地 

施工状況 

 

  

 

「「「

コココ

ウウウ

ノノノ

トトト
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ののの

ととと

よよよ

おおお

かかか

ででで

」」」   

たたた

めめめ

池池池

ににに

チチチ

ガガガ
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